
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 百花繚乱 ～自分だけの花を咲かせて～ 」 

校長  近藤 克代  
 
 第三中学校の広い敷地内には、広葉樹が多く植えられています。毎年、皐

月（さつき）のこの季節は、さわやかな風と、校門から昇降口までのイチョ

ウの新緑に、やさしく差し込む日の光の下を通り、生徒は元気に登校してい

ます。右の写真は、１年生の理科の時間の様子です。植物観察のため、敷地

内の草木をグループで散策し、互いの新しい発見を共有しながら楽しそうに

学習をしていました。入学から１か月がもうすぐ過ぎようとしていますが、

緊張感もだいぶ取れ、穏やかな表情や笑顔が、各活動内で見られるようにな

りました。さらに、４月後半から、委員会活動や１年生も部活動が本入部と

なり３年生を中心とした各分野での活動が始まりました。授業もガイダン

ス時期を終え、各教科の指導計画を基に授業が本格的にスタートしました。 
新年度が始まったばかりのこの１か月間は、諸活動において、新しい先

生や新しいクラスメートとの出会い、先輩や後輩といった異なる学年との

関わりを持つことにより、自分自身の特性（得意なところ、不得意なところ）を改めて知り、

悩んだり迷ったりする時期でもあります。ある新聞記事にこのような内容の記事（一部抜粋）

が掲載されていました。「春は、夢や希望と相性がいい季節だが、それと裏腹

に、こんなはずじゃなかったと、うつむかざるを得ないこともある。ハルジオ

ン（左写真）の蕾のように。しかし、ハルジオンのように茎に節（ふし）を持

つ植物は冬を辛抱強く耐え、踏まれても刈り取られても、節目（ふしめ）から

再び芽を出していく。節（ふし）は植物にとって一休みのようである。植物学

者の稲垣氏の著書『大事なことは植物が教えてくれる』にはそのような節（ふし）を持つ雑

草の話が出てくる。人もまた悩んだり迷ったりしたときに節（ふし）ができ、強くなるのか

もしれない。」ここで取り上げた植物は『雑草』ですが、一人一人が持っている能力を『花』

に例えるならば、学校は『花』を育てる広い“敷地”であり、教室や校庭で授業や学級活動、

委員会、部活動等で活動しながら学ぶことが“水や栄養”となるのかもしれません。 
学校の諸活動には、全て目的や達成目標等などあり、そして皆さん一人一人に最適な学び

と、主体的に活動する場面があると考えています。ゆえに、じっくりと１年間かけて、様々

な場面で活躍するたびに根をはり、大小様々であっても自分だけの花を咲かせて（能力を発

揮して）ほしいと願っています。≪追記：冒頭の百花繚乱（ひゃっかりょうらん）とは、種々の花が

咲き乱れる意から、各方面から素晴らしい人物が多く現れるという意味の四文字熟語です。≫ 
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学校教育目標 自主 自律 未来をひらく三中生 
～自ら考え、自らの意思で、未来をたくましく生き抜く生徒～ 

１年生の理科の時間で

す。場所は体育館裏の職

員駐車場での様子です。 




